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同じコロナ禍、しかし去年とは違う ～できることの喜び～ 

副校長 長谷部宏行 

この 4 月に都筑区から高田中学校に着任しました。花や緑に囲まれ、広々とした敷地、

外壁工事を終えたばかりのきれいな校舎。新鮮な気持ちで毎日を送っています。 

さて、新年度がスタートして 2 か月がたちました。新型コロナウイルス感染拡大を受け

て４月２０日には神奈川県にもまん延防止等重点措置が適用されました。今年も昨年同様

コロナ禍でのさまざまな制限がある中での大型連休となりました。その後もまん延防止措

置が延長されています。 

 しかしながら昨年との大きな違いは、感染拡大防止対策をしながらも年度当初から学校

教育活動を継続できたことです。学校には毎日生徒が登校し、授業を受けることができま

した。委員会や行事に向けての準備活動ができました。部活動の練習に励み、試合等でそ

の成果を発揮することができました。この時期は多くの部活動で春の大会が行われます。

陸上競技部では、高跳びの選手が神奈川県選手権大会４位、男子１００ｍの選手が同大会

１２位の成績を残しました。野球部は横浜市大会ベスト１６まで進出しました。バドミン

トン部は港北区大会でシングルス優勝、準優勝、ダブルス３位に入りました。紙面の関係

で全ては載せられませんが、他の部に所属している生徒たちもそれぞれの部で仲間と協力

し合い、自分たちの目標に向かって努力することができました。 

多くの子どもたちのために細心の注意を払って大会を準備し運営してくださった大会役

員のみなさま、大会出場に向けて毎日お子さまの健康管理に気を配っていただいた保護者

のみなさまをはじめ、多くの方々の力をお借りして、昨年できなかったことができたこと

に心から感謝を申しあげます。 

 

しなやかに、そしてたくましく 

 ５月中旬の体育祭実施後の３年生の感想を読ませていただきました。「声もあまり出せな

い中で、クラスみんなであれだけ盛り上がれたのは本当にすごいと思った。」「最後の体育

祭で、最高の思い出をみんなで作ることができた。」このような感想でいっぱいでした。ど

んなに強い逆風が吹こうとも、それを柳のように折れることなく、仲間と協力して確実に

前進していくたくましさを高田中学校の生徒に感じました。 

 6 月からは１学年の自然教室をスタートとして、今度は各学年の校外行事が始まります。

どの学年も安全で安心できる行事となるよう目的地変更や内容の見直し等、考えに考え抜

いて準備をしてきています。実行委員会の生徒を中心に、どの学年の生徒も校外行事に向

けて、「明るく」「楽しく」「前向きに」取り組んでいます。そんな高田中学校の生徒たちを

学校・家庭・地域でしっかり協力してこれからも応援し続けたいと思います。今後ともご

支援よろしくお願いいたします。



【第26回体育祭】 

 

5 月 14 日（金）体育祭を祝福してくれているかのような気持ちの良い晴天の下、第 26 回体育祭を

開催することができました。久しぶりに高田中学校全学年が一同に会することができた嬉しい時間で

した。一同に会する、これまでなら当たり前のことな

のですが、その有難さをあらためて感じました。子ど

もたちは、それぞれの参加種目で力を思い切り出し合

うだけでなく、応援や、前日の激しい雨で心配だった

グラウンドの整備、テント作り、放送、誘導などの係

活動や挨拶など、自分の仕事にきちんと取り組めてい

ました。新型コロナ感染拡大防止のためのスリム化体

育祭で、かつ直前に競技種目変更などもありましたが、

流石のたか中生です。しなやかに受け止め前向きに取

り組んでいました。教職員も生徒も皆がそれぞれに盛

り上げよう、楽しもう、頑張ろう、の気持ちがあふれ

た体育祭だったかと思います。「ぶつかり合いと密を避

けた種目」としてコロナ禍で始まったクラス対抗大縄

跳びには、昼休みの自発的な練習、いろいろな意味で

の成長や成功の体験、クラスの団結など、楽しさと教

育的効果からも永年種目化の予感を個人的には感じて

います。地域・保護者の皆様には校内来校いただいて

の参観が叶わずご不便をお掛けしました。あらためて

ご理解ご協力に感謝いたします。ありがとうございま

した。 

 

 

 

 

 

 

 



【高田中学校GIGAスクール～GIGA開きしました】 

21日（金）GIGA開きでした。テンション高めの未来の社会の主役一人ひとりに chromebookパソ

コンを渡しました。子どもたちには、おそらくちょっと堅い内容だったかもしれませんが、その意味

や意義を感じ取って欲しく、少しだけ時間をもらって「情報化とグローバル化が進む社会で大切な力」

「デジタル・シティズンシップ」「リスクとメリットの正しい理解」「ICTをポジティブに使おう」「自

分たちで学び取ろう」「より良い社会を創っていこう」などを、お話しました。なんとなくでも伝わっ

ていると嬉しいです。デジタル世代の子どもたちは、ログインやアンケート回答などを難なくこなせ

ているように見えました。これから授業の中での活用が（注：試行錯誤しながらですが）始まります。

発生してくるであろう多くのあれやこれや、やらかし、なども、やってみてこそわかる貴重な学び。「リ

スクがあるから禁止する」のではなく、「どうしたらリスクを回避できるのか？」の発想を持ち、工夫

しながら悩みながらも楽しみながら、明るく楽しく前向きに、「あ・た・ま」でGIGAスクールを進め

ていければと思います。 

 
問「今後パソコンを使ってどんなことをやってみたいですか？」アンケート回答（抜粋） ・・・これからが楽しみです。 

 タイピングを速くなりたい。  

 国語の授業などででてきた熟語などを調べたり、授業中気になることを調べたり、そういうことに使っていきたい。 

 興味が出た単元をより深めたりするために使いたい。 

 「パソコンだからできること」を意識して活用していきたい。 

 インターネット上での情報量の多さを活かした学習ができることを目指していきたいです。  

 みんなで調べたり、情報を共有して学んでいきたい。 

 紙の上ではできない体験プログラミングなどをしたいです。 

 授業ノートとして活用していきたいです。 

 みんなでオンラインの授業をしてみたい。 

 ルールを守って楽しく使いたい。 

 楽しみながら学習したい 初めてだからこそ 真面目に。 

 これを使って授業に役立てて今の世界についていける力をつけたいです。 

 
 

上段：GIGA開き風景 

下段： Myパソコンでの１人１台 

授業風景(技術科) 

 
 
 
 
 

 
 



【そのほか】 

◆新型コロナウイルスが依然として猛威を振るっています。このような状況から学校と家庭で協

力して、感染予防に対しての意識を引き続き高めていきたいと存じます。 

 

①  マスクの着用、手洗いの徹底、ソーシャルディスタンス、毎朝の体温測定（健康観

察）、日々の健康管理に十分努めてください。体調がすぐれないときは無理をしない

ように、また、発熱、倦怠感、息苦しさ等の症状がみられた場合は、かかりつけの医

療機関に相談の後、受診していただきますようお願いいたします。万が一、ご家族の

中でＰＣＲ検査を受検することになった場合は「その段階で速やかに」学校に連絡を

ください。また、そのような場合は、検査結果が判明するまでの間、お子様の登校を

控えていただきますようご協力をお願いいたします。 

② ご家庭でも登下校時のマスクの着用についてお子さまと話をしてくださいますよう

ご協力お願いいたします。学校でも、登下校の際はマスクを正しく着用するよう、熱

中症予防の観点からマスクを外す際は周囲の人から十分距離を取り、絶対に話をしな

い＝「外したら話さない」を継続的に指導してまいります。 

 

◆高田中学校では保護者の皆様とのコミュニケーション等におけるデジタル化とペーパーレス化

を図って参ります。当面は紙と並行、夏を目安に徐々にデジタルに切り替えていく予定でおり

ます。ご不明な点などございましたら個別に学校にご相談ください。 

 


